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平成２９年度 第５回下野市教育委員会定例会議事録 

 

１ 日  時  平成２９年８月１７日（木）午後１時３０分～午後２時５５分 

２ 場  所  下野市役所３階 教育委員会室 

３ 出席委員  委 員 長  永 山 伸 一 

          職務代理者  三 橋 明 美 

          委   員  熊 田 裕 子 

          委   員  石 嶋 和 夫 

          教 育 長  池 澤   勤 

４ 出席職員  教育次長       坪 山  仁 

教育総務課長     小谷野 雅美 

学校教育課長       海老原  忠 

生涯学習文化課長   近藤  善昭 

文化財課長      山口  耕一 

スポーツ振興課長   北 條  均 

教育総務課課長補佐  伊澤  仁一 

教育総務課主幹    古橋  栄一 

教育総務課副主幹   荻原  孝裕 

５ 傍 聴 人  なし 

６ 議  案 

議案第３２号 平成２９年度下野市児童表彰に関する被表彰候補児童の内申につい 

    て 

議案第３３号 下野市立小中学校における学校生活管理指導表（アレルギー疾患用） 

       作成委託料支払事務取扱要領の制定について 

７ 報告事項 

（１）平成２９年度下野市教育委員会点検・評価報告書について 

  （２）教育委員会後援等の承認について 

  （３）平成２９年度県中学校総合体育大会の結果について 

（４）平成２８年度一般財団法人グリムの里いしばしの経営状況報告書について 

（５）平成２８年度下野市図書館評価報告書について 

８ そ の 他 

（１）平成２９年度中学生議会の開催について 
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委員長挨拶 

議事録署名委員の指名 永山委員長及び三橋委員 

第４回教育委員会定例会議について、議事録の確認をお願いする。訂正等

があれば発言を求める。（特になし） 

議事録はこのとおり承認とする。 

次に、教育長の報告を求める。 

 ・７月２１日から８月３１日まで市内小中学校が夏季休業となる。また、

８月１４日から１６日までを節電アクション推進と教職員の休暇取得推

進日として学校業務を休止とした。 

 ・７月２７日に第１５回国内親善交流事業（８月８日から１０日）として

高松市へ派遣する小学生２０名（男１２名、女８名）の結団式を行った。 

同日、市ＰＴＡ連絡協議会との座談会が開催され、中学校区のグループ 

ごとに小中一貫教育について話し合いが行われた。 

 ・７月２８日に全国史跡協議会関東地区協議会総会・役員会が市役所で開

催され、約１２０名が参加した。 

 ・７月２８日に栃木市で下都賀地区市町教育委員会連合会の教育委員全体

研修会が開催され、獨協医科大学小児科特任教授である杉田憲一氏の講

話を拝聴した。 

 ・８月４日に髙山喜三郎氏の死亡叙位伝達式を行った。 

 ・８月７日にグリムの館にて教職員全体研修会を開催し、ピーター・フラ

ンクル氏の講演を拝聴した。 

 ・８月９日にグリムの館にて下野書道連盟の第１０回記念内覧会祝賀会が

行われた。 

 ・８月１０日に秋山勇氏の死亡叙位叙勲伝達式を行った。 

 ・サポートセンター職員による「いきいき学び塾」を中学校区ごとに各校

８回、スマイル教室で１３回開催した。 

 ・国分寺中学校野球部が軟式野球全国大会でベスト８入りを果たした。 

質疑等はあるか。（特になし） 

議事に入る旨を伝える。 

議案第３２号については児童表彰の内申であり、氏名や推薦理由等が記載

されているため、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１３条第６

項」の規定により非公開で行いたい。各委員の意見をお伺いする。 

全委員異議なし。 

それでは非公開で行うことに決定する。 

議案第３２号「平成２９年度下野市児童表彰に関する被表彰候補児童の内

申について」説明を求める。 

 

以下、非公開 

 

このとおり決定してよろしいか。（全委員承認） 
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永山委員長 

石嶋委員 

海老原学校教育課長 

 

 

 

永山委員長 

 

海老原学校教育課長 

熊田委員 

 

海老原学校教育課長 

熊田委員 

海老原学校教育課長 

 

 

熊田委員 

海老原学校教育課長 

熊田委員 

海老原学校教育課長 

永山委員長 

議案第３２号は原案どおり決定する。 

ここで、会議の非公開を解く。 

続いて、議案第３３号「下野市立小中学校における学校生活管理指導表（ア

レルギー疾患用）作成委託料支払事務取扱要領の制定について」説明を求め

る。 

【説明要旨】 

今年度４月より学校給食における食物アレルギー対応マニュアル改訂版の

運用が始まった。アレルギーに関しては、１年間の中でも反応の仕方等が変

わってくることがあるので、食物アレルギーを持つ児童生徒の保護者は、毎

年、学校生活管理指導表を医師に作成してもらい、学校に提出することとな

っている。この要領の制定により、全員が確実に提出されること、保護者の

負担軽減を図るということで２千円を上限として、書類作成費用の助成を行

うものである。 

２千円を超えた分を保護者が負担し、医療機関は１件につき２千円を上限

として市に請求を行うこととなる。対象は、小中学生及び入学予定の年長児

であり、書類作成費用は、医療機関によって異なるが、他市の例等を参考と

し、２千円前後の医療機関が多いことから、２千円を上限に設定した。平成

２９年１０月１日から施行し、平成３０年度のアレルギー対応のための管理

指導表作成費用から助成が始められるよう制定するものである。 

質疑等はあるか。 

管理指導表作成にどのくらいの費用がかかるものなのか。 

 医療機関によっては、５００円というところもあれば、大学病院等では、

５千円というところもあるが、開業医の方であれば２千円前後が多いようで

ある。食物アレルギー対応アドバイザーをしていただいているグリムこども

とアレルギーのクリニックでは、２千円に消費税となっている。 

 市内小中学校の児童生徒が対象とのことだが、国分寺特別支援学校は対象

外ということで良いか。 

 ご指摘のとおりである。 

 要領の第３条で、市が指定する医療機関に対して支払うとあるが、指定し

ていない医療機関に作成依頼した場合は、対象外となるのか。 

 ご指摘のとおりである。 

市が指定する医療機関とは、市内にある医療機関という理解でよろしいか。 

 小山医師会とも相談し、管轄内の医療機関には全て案内を行う。また、自

治医科大学及び獨協医科大学には、別枠で案内を行う。ご協力をいただける

医療機関を市の指定医療機関としていく予定である。 

 かかりつけの病院が宇都宮市であった場合はどうなるのか。 

 その場合は、対象とはならない。 

 保護者への周知は行うのか。 

 指定医療機関が決定したら、助成の案内と併せて周知することとなる。 

 他市においても同様の制度はあるのか。 
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 近隣自治体では、栃木市のみとなる。 

 他に質疑等あるか。（特になし） 

このとおり決定してよろしいか。（全委員承認） 

議案第３３号は原案どおり決定する。 

 続いて、報告事項に移ることを告げる。 

（１）平成２９年度下野市教育委員会点検・評価報告書について説明を求

める。 

【説明要旨】 

 点検評価については、平成２０年度から実施しているが、今回で１０回目

となる。この報告は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条

及び「下野市教育委員会点検評価に関する条例」に基づき、平成２８年度の

教育委員会に係る事務事業について点検評価を実施し、結果を報告書として

まとめたものである。この後、市議会に報告をし、ホームページ等を通じて

市民に公表する予定となっている。点検評価の対象は、第二次総合計画前期

基本計画に基づく施策のうち、平成２８年度に実施した教育委員会所管の主

な事業から、各課３事業、生涯学習文化課は４事業を選択し、そのうち１事

業は、昨年に評価を実施したものを選択して継続的な評価ができるようにな

っている。点検評価シートでは、施策・事業の執行状況を明らかにし、課題

等を分析検討したうえで、今後の対応を記載している。点検評価の客観性を

確保するため、５名の外部評価委員を選任し、委員会においてヒアリングを

実施した後、事業ごとに文章方式で意見や評価をいただき、総括として委員

長の総合意見を付している。 

 以下、報告書に基づき内容の説明を行う。 

質疑等はあるか。（特になし） 

続いて、（２）教育委員会後援等の承認について説明を求める。 

【説明要旨】 

「下野市教育委員会後援等承認一覧」に基づき、８月現在で４件の承認を

した旨の報告を行う。４件とも後援で前年度実績がある団体である。 

以下、承認をした行事内容等について説明を行う。 

 質疑等はあるか。（特になし） 

 続いて、（３）平成２９年度県中学校総合体育大会の結果について説明を

求める。 

【説明要旨】 

平成２９年度の中学校総合体育大会について、｢Ｈ２９年度県中学校総合体

育大会県大会の主な成績一覧表｣に基づき、県大会及び関東・全国大会に出場

した部活動を中心に、学校毎に戦績の説明を行う。 

 質疑等はあるか。（特になし） 

続いて、（４）平成２８年度一般財団法人グリムの里いしばしの経営状況報

告書について説明を求める。 
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【説明要旨】 

この経営状況報告書は、地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき、

一般財団法人グリムの里いしばしの平成２８年度経営状況について報告を行

うものである。また、この後、市議会に報告する予定である。 

以下、報告書に基づき内容の説明を行う。 

質疑等あるか。（特になし） 

続いて（５）平成２８年度下野市図書館評価報告書について説明を求める。 

【説明要旨】 

 図書館評価に関しては、「図書館法第７条の３」の規定に基づき、図書館の

運営状況について評価を行い、その結果に基づき、図書館運営の改善を図る

ために行うものである。評価方法については、評価区分の中項目ごとに評価

基準によりＡからＤまでを図書館協議会において評価したものを総合評価と

して決定している。この後、市議会において報告を行う予定である。 

 以下、報告書に基づき内容の説明を行う。 

 質疑等はあるか。（特になし） 

 ４Ｐに総合評価（外部評価）とあるが、外部評価委員は何名なのか。 

 ８Ｐに図書館協議会委員名簿を掲載しているが、１０名となっている。 

 図書館協議会委員が外部評価を行っているという理解でよろしいか。 

 ご指摘のとおりである。 

 他に質疑等あるか。 

図書館協議会の外部評価委員については、先ほどご説明があった教育委員

会点検評価報告書の２６Ｐの中に「協議会委員が評価委員として位置づける 

ことに再考の余地がある」との意見があった。確かに、評価委員には各図書

館のボランティアが入っており、運営の状況に即した意見もいただいている

ところではあるが、私も当該評価委員の構成については一度検討した方が良

いと思う。 

 教育委員会点検評価においてご指摘はいただいているが、文部科学省の「公

立図書館の設置及び運営上の望ましい基準」の中では、「図書館の評価は、図

書館協議会の活用その他の方法により第三者による評価を行うよう努めるも

のとする」とある。「その他の方法」の部分に検討の余地はあるが、現在のと

ころ、図書館協議会において評価を行っている。 

 点検評価に再考の余地があるという指摘を視野に入れながら、今後の課題

として考えていきたい。 

 他に質疑等あるか。 

 総合評価のうち、「利用しやすく役立つ図書館」についての評価が高くなっ

ているが、私自身、ボランティア活動をしていた時に、保護者の方からレフ

ァレンスサービスが良かったという声を聞いている。評価も高いが、実際の

声でも好評であることが裏付けられると思う。 

 ただ今の発言から評価は適正なのではないか。 

 先程、近藤課長より説明があったが、基準の中では、「図書館の評価は、図



 - 6 - 

 

 

 

 

 

永山委員長 

 

小谷野教育総務課長 

 

 

 

 

永山委員長 

 

小谷野教育総務課長 

 

 

 

 

永山委員長 

 

 

 

池澤教育長 

 

石嶋委員 

 

 

永山委員長 

 

 

書館協議会の活用その他の方法により第三者による評価を行うよう努めるも

のとする」とある。現図書館協議会委員は、学識経験者、図書館の利用者、

公募委員、その他関係者で構成されているので、ここで十分に充たされてお

り、評価委員として適任であると考えている。 

続いて、その他に移ることを告げる。 

（１）平成２９年度中学生議会の開催について説明を求める。 

【説明要旨】 

 今年度、初めて実施される中学生議会が、８月１９日午前９時より市役所

４階議場において開催される。各中学校の２、３年生から４名、計１６名の

生徒が一般質問を行う。 

 以下、一般質問通告一覧表に基づき説明を行う。 

 質疑等あるか。（特になし） 

他に報告等あればお願いする。 

「教育のつどい」における講演会の講師について、前回（７月）の教育委

員会で推薦のあった口笛奏者の青柳呂武氏及び伴奏者及川礼章氏に講演をい

ただくこととなった。講演時間は４０分から５０分程度を予定している。 

 これまで、下野市に縁ある方ということで実施してきたが、今回初めて外

部の方をお迎えすることになるため、広くＰＲしていきたいと思う。 

 実は、青柳氏より講演にあたり、「下野市に縁がないがよろしいか」との相

談があった。今後のことを踏まえ、委員の皆さんの意見をお聞きしたい。下

野市に縁のある方が一番であるが、そのために講演内容が狭まってしまって

はイベントとしての本意ではなくなってしまう。 

 今後は、幅広く「教育のつどい」にふさわしい方を求めていくということ

でよろしいのではないか。 

 縁のある方にこだわると確かに内容が限定されてしまう。小学生から高齢

者までの皆さんが、勉強になり楽しめるという観点から判断した方が良いと

思う。 

以上で全ての案件が終了となるが、委員の皆さんから他に報告等があれば

お願いする。（特になし） 

 

次回の教育委員会は９月２８日（木）の午後１時３０分の予定とする。 

本日の議事日程は全て終了した旨を告げ、午後２時５５分閉会。 

 

 


